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単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元の目標 

⑴  情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うことができる。 

〔知識及び技能〕⑵イ 

⑵ 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けたり、論の進め方について考え

たりすることができる。                      〔思考力、判断力、表現力等〕C⑴ウ 

⑶  文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の考えを広げることができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕C⑴カ 

⑷  これまでの学習や経験を振り返り、学習の見通しをもって粘り強く、論の進め方について考え、分かった

ことや考えたことを話し合おうとしている。                               「学びに向かう力、人間性等」 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 情報と情報との関係付けの仕方、

図などによる語句と語句との関係

の表し方を理解し使っている。 

（⑵イ）     

① 「読むこと」において、目的に応じ

て、文章と図表などを結び付ける

などして必要な情報を見付けた

り、論の進め方について考えたりし

ている。              （Ｃ⑴ウ） 
② 「読むこと」において、文章を読ん

でまとめた意見や感想を共有し、

自分の考えを広げている。 

                    （Ｃ⑴カ） 

① 粘り強く、論の進め方について考

え、学習の見通しをもって分かっ

たことや考えたことを話し合おうと

している。 

 

 

 

授業実践のまとめ 

 小学校国語科 第６学年  単元名 説明文を読み、考えたことを話し合おう（全 8時間） 

教  材 説明的な文章（6年） 

単元の目標や評価規準の設定については、「『指導と評価の一体化』」のための学習評価に関する参考

資料」を御参照ください。 

この単元では、小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 国語編 第５学年及び第６学年「Ｃ読むこと」

(1)ウである以下の内容を指導事項として、重点を置いて学習します。 

指導事項：Ｃ読むこと(1)ウ 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けた

り、論の進め方について考えたりすること。 

説明的な文章では、「事実と感想、意見などとの関係」や「文章全体の構成」などを基に、目的に応じて、

書き手は自分の考えをより適切に伝えるために、どのように論を進めているのか、どのような理由や事例を

用いることで説得力を高めようとしているのかなどについて考えをもつことで、論の進め方について考える

ことができるようにします。 

本単元で使用した教材文は、段落ごとのまとまりがはっきりしているため、児童が文章全体の構成や筆者

の主張、事例などを捉えやすくなっています。さらに、文章中に用いられている写真や図表などが、文章のど

の部分と結び付くのかを明らかにすることによって、必要な情報を見付けたり、論の進め方を捉えたりする

ことができます。この教材文を用いて、児童が筆者の論の進め方や事例の挙げ方、図表などの用い方を捉え

ながら読み、筆者の主張を基に話し合うことで、自分の考えを広げることができるようにします。 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_kokugo.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_kokugo.pdf
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３ 単元の指導と評価の計画（全 8時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２ 

○第３学年の総合的な学習
の時間に学んだことを想
起する。 

 
○本文を通読して、内容の大
体をつかみ、自分たちの町
における人々のつながり
について考える。 

 
 
 

○単元の学習課題を設定す
る。 

○単元の学習課題を基に、学
習計画を立てる。 

○語句の意味や情報と情報
との関係付けの仕方を確
かめながら再読し、文章全
体の構成について考える。 

・ 単元冒頭にある扉のページや題名を
基に、既習事項とつなげながら学習
の見通しをもつことができるように
する。 

・ 教材文を読み、自分たちの町におけ
る人々のつながりを考えることがで
きるようにする。 

・ 学んだことを生かし、自分たちの町
における人々のつながりについて話
し合うという言語活動を児童と共に
設定する。 

・ 学級全体で話し合い、適宜、児童の意
見を引き出しながら、学習課題の設定
及び学習計画の立案を行うことがで
きるようにする。 

・ 必要に応じて辞書等を活用できるよ
うにする。 

 
 

３ 
 
 
 
 

４ 

 

○文章全体の構成を捉える。 
 

 

○文章の要旨を把握する。 
 
 

○事例と主張のつながりか
ら筆者の論の進め方につ
いて考える。 

○図表などの用い方から筆
者の論の進め方について
考える。 

・ 形式段落を押さえ、意味段落の各部
分の役割を考えたあと、文章全体の
構成を考えることができるようにす
る。 

・ 文章全体の構成「序論－本論－結論」
と事実と感想、意見などとの関係を
押さえ、文章の要旨を把握できるよ
うにする。 

・ ３つの事例と筆者の主張は、どのよ
うにつながっているかに着目して読
み、筆者の論の進め方を考えること
ができるようにする。 

・ 文章のどの部分と図表などが結び付
くのかを明らかにすることによっ
て、必要な情報を見付けたり、筆者の
論の進め方を捉えたりすることがで
きるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 

［思考・判断・表現①］ 
端末※の記録・観察 
・目的に応じて、文章と図表
などを結び付けるなどし
て必要な情報を見付けた
り、論の進め方について考
えたりしているかの確認 

７ ○自分たちの町における
人々のつながりについて
考え、学んだことを生かし
てスライドにまとめる。 

 
 

○学んだことを生かして、自
分たちの町における人々
のつながりについて話し
合う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○単元の学習を振り返る。 

・ 筆者の主張を基に自分たちの町にお
ける人々のつながりについて考える
ことができるようにする。 

・ 前時までに学んだことを踏まえ、自
分の考えをスライド１枚にまとめる
ことができるようにする。 

・ 自分の考えが広がった点は、スライ
ドに付け加えることができるように
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ どのように学び、何ができるように
なったのか、単元全体を振り返り、今
後の学習や生活場面につなげて考え
ることができるようにする。 

［知識・技能①］ 
端末の記録・スライド 
・情報と情報との関係付けの
仕方、図などによる語句と
語句との関係の表し方を
理解し使っているかの確
認 

［思考・判断・表現②］ 
端末の記録・観察 
・文章を読んでまとめた意見
や感想を共有し、自分の考
えを広げているかの確認 

［主体的に学習に取り組む
態度①］ 
端末の記録・観察 
・これまでの学習や経験を振
り返り、学習の見通しをも
ち、自分たちの町とつなげ
て話し合おうとしている
かの確認 

８ 

単元の指導と評価の計画の立て方については、「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する

参考資料」や「単元デザイン FIRST STEP」を御参照ください。 

※本資料では、１人１台端末を、端末と表記しています。 

単元において、児童の学習
状況を適宜把握する場面
を設定します。 
ここでは、［記録に残す評
価］のみを位置付けていま
すが、学習内容を確実に習
得できるようにするため、
〔指導に生かす評価〕を適
宜行います。 

５ 
 
 
 

 

６ 

①単元を通して身

に付けさせたい

資質・能力を明

確にし、児童に

単元の見通しを

もたせる場面を

設定します。 

②単元で身に付け

させたい資質・

能力を、「説明文

を読み、考えた

ことを話し合

う」という言語

活動を通して身

に付けられるよ

うに指導しま

す。 

③単元終末に単元

の学習全体を振

り返る場面を設

定します。 

作成のポイント 

（
本
時
） 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_kokugo.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_kokugo.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r4/03_syo_chu_kakukyouka/4/tangen/01_shokokugo_tangen.pdf
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〔学習評価について〕 

観点別学習状況の

評価を総括する資

料となるよう、〔記録

に残す評価〕を行い

ます。 

４ 本時の目標 

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けたり、論の進め方について考えたり

することができる。 
 

５ 本時の展開（6/8） 

 学習活動 指導上の留意点（○）と評価（◇） 

導 

入 

１ 前時までの学習を振り返り、本

時のめあてを確認する。 

 

 

２ １つ目の事例の写真を基に、本

時の学習活動の見通しをもつ。 

 

○学習計画及び前時の学習内容を基に、教材文で用いられてい

る図表などを確認することで、本時のめあてにつなげること

ができるようにする。 

 

○１つ目の事例において、写真が文章のどの部分と結び付くの

かを考えることによって、必要な情報である「事例で筆者が

伝えたいこと」を見付けられることを学級全体で確認し、本

時の学習の見通しがもてるようにする。 

○文章と図表などの結び付け方を大型提示装置に提示し、確認

することで、個別の活動につなげることができるようにす

る。 

 

 

展 

開 

３ ２つ目の事例のグラフと表につ

いて個人で考える。 

・文章と図表などが示された端末

の画面上又はワークシートに書

き込む。 

 

 

 

４ ペアで話し合う。 

 

 

 

 

 

５ 全体で話し合う。 

・２つ目の事例について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 ・２つの事例における図表などの

用い方について比較する。 

 

 

 

 

 

 

○２つ目の事例では、グラフと表が用いられていることを確認

する。 

○２つ目の事例において、筆者がグラフと表を用いて何を伝え

たいのかを考え、文章と図表などが示された端末の画面上又

はワークシートに書き込むように促す。 

○ワークシートに自分の考えを書き込んだ児童には、端末のカ

メラで撮影するように促し、全体で共有できるようにする。 

 

 

 

○端末の画面を互いに示しながら話し合い、自分の考えを確か

めることができるようにする。 

 

 

 

 

○発表する児童の端末の画面を大型提示装置及び各自の端末

に提示することで、自分の考えと比較し、相違点を基に自分

の考えを吟味できるようにする。 

○キーワードを板書することで、本時の学習のまとめに活用で

きるようにする。 

○２つ目の事例に用いられているグラフと表が、文章のどの部

分と結び付くのかを明らかにすることによって、事例で筆者

が伝えたいことを押さえることができるようにする。 

○１つ目と２つ目の事例の図表などの用い方を比較し、相違点

や共通点に着目するように促すことで、児童が筆者の論の進

め方を捉えることができるようにする。 

◇思①目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必

要な情報を見付けたり、論の進め方について考えたりし

ている。             【端末の記録・観察】 

 

 

【画面を見せながら話し合う様子】 

【全体で共有する様子】 

めあて 筆者はどのような図表などを使って説得力を高めているのか考えよう 

ポイント 

〔導入の場面ついて〕 

学習計画及び文章

全体の構成を一覧

できるスライドを提

示することで、児童

が本時の「めあて」

を主体的に考える

ことができるように

します。 

〔見通しをもつ場面に

ついて〕 

本時の「めあて」を

達成するために、ど

のような点に着目

して読むのか確認

し、児童が見通しを

もつことができるよ

うにします。 

〔話し合う場面につい

て〕 

何を目的に話し合

うのかを明確にし

た上で、自分で考え

たことをペアや全体

で話し合うようにし

ます。 

工夫２：論の進め方について考えるための手立て（ｐ.６） 

工夫１：文章と図表などを結び付け必要な情報を

見付けるための手立て（ｐ.４） 

工夫１：文章と図表などを結び付け必要な情報を

見付けるための手立て（ｐ.４） 

【実際に書き込む様子】 

【端末の画面上で結び付ける様子】 
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６ 本時における指導と評価の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ ３つ目の事例を含めた文章全体

における図表などの用い方を確か

める。 

○３つの事例を踏まえて考えることで、図表などは、事例で伝

えたいことをより分かりやすくし、筆者の論の説得力を高め

ていることを確認できるようにする。 

終 

末 

７ 本時の学習をまとめる。 

 

 

 

８ 本時の学習を振り返る。 

○全体で共有したことや、板書に示したキーワードを基に、本

時の学習のまとめを書くように促す。 

 

 

○本時で学習したことを振り返ることで、学習内容を再確認し

たり、次の学びや活動につなげたりすることができるように

する。 

 

 

 

 

 

 

〔まとめの場面につい

て〕 

本時の「めあて」に

対応した学習内容

の「まとめ」を行い

ます。 

〔振り返りの場面につ

いて〕 

何について振り返

ればよいかを明確

に示し、本時の「振

り返り 」を行いま

す。 

まとめ 筆者は事例で伝えたいことがより分かりやすくなるような図表などを使って説得力を

高めている。 

学習活動２では、３つの事例のうち１つ目を取り上げ、学級全体で、写真が文章のどの部分と結び付くのかを考

えることによって、必要な情報である「事例で筆者が伝えたいこと」を見付けられることを確認しました。そうす

ることで、児童が本時の学習活動のねらいや方法等を理解し、活動の見通しをもつことができるようにしました。 

※著作権の関係上、本資料における文章や表、グラフは自作のものです。 

筆者は、市民が主体的に取り組む３つの事例を挙げていましたね。 
まずは、１つ目の事例の写真の使い方について、みんなで考えてみましょう。 
筆者は、なぜこの写真を使っているのでしょうか？ 

写真の中に焼き物が写っていて、本文の中にも「焼き物が有名」と書い
てあるからです。 

リュックを背負った子供たちが写っていて、本文の中に「見学ツアー」
と書いてあるからです。 

なるほど。写真が本文のどの部分と結び付いているかを見るとよさそうですね。 
どのように、結び付いていますか。 

写真のこの部分と本文の「焼き物」が結び付いていると思い
ます（大型提示装置の画面上で写真と文章を線で結び付ける）。 

写真が本文のどの部分と結び付いているかを考える
と、様々な活動の内容を表す言葉とその活動の様子が
分かる写真の部分が結び付いていました。そこから、
筆者は、市民が主体的に活動している様子を伝えた
かったのではないかなと思いました。 

工夫１：文章と図表などを結び付け必要な情報を見付けるための手立て 

～意見が続く～ 

ほかにもこの部分と「見学ツアー」は、結び付いていると思
います（大型提示装置の画面上で写真と文章を線で結び付ける）。 

～児童は、実際に文章と図表などが示された端末の画面上又はワークシートで、筆者の伝えたいことを考える～ 

【１つ目の写真（イメージ）】 

【大型提示装置の画面（イメージ）】 

そうか！写真の「案内している人」の部分と本文の「市民が中心」の部分から、筆者は、
市民が主体的に活動している様子を伝えたかったんだね。 

なるほど！写真が本文のどの部分と結び付いているかを考えると筆者が事例で伝えたいことが分か
りそうですね。みなさんも、自分の端末やワークシートで筆者が伝えたいことを考えてみましょう。 

確かに、Ａさんの言うように、写真の「市民が見学している」部分と本文の「見学ツアー」
の部分から、筆者は、市民が主体的に活動している様子を伝えたかったのが分かるね。 

児童 A 

そうですね。写真が本文のどの部分と結び付いているかを考えると、市民が主体的に活動している様
子を伝えたかったことが分かりましたね。では、２つ目の事例について個人で考えてみましょう。 
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学習活動３では、机間指導を行い、児童の学習状況を見取りました。児童Ｂのように、文章と図表などがうまく

結び付けられていない児童が見受けられたので、その手掛かりや参考になるように、大型提示装置の画面一覧機能

を用いて端末の画面を共有しました。そうすることで、ほかの児童の結び付け方を参考に、文章とグラフ等を適切

に結び付け、必要な情報である「事例で筆者が伝えたいこと」を捉えることができるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※著作権の関係上、本資料における文章や表、グラフは自作のものです。 

２つ目の事例の表とグラフの使い方について、個人で考えてみましょう。 

～児童は個人で、文章と図表などが示された各自の端末の画面上又はワークシートで考える～ 

資料１ 児童Ａの書き込み内容 児童 A 

本文の数字とグラフの数字が
結び付いているから…。 
筆者は来園者数が増えている
ことを伝えたいのかもしれな
いな。 

 

Ａさん（資料１）は、文章
と図表などの同じ文言や
数値などに印を付けた
り、線でつないだりして
考えることができている
な。 

資料２ 活動当初の児童Ｂの書き込み内容 

うーん。結び付けてみたけど、
これでいいのかな。 

児童Ｂ 

考えている途中で困ったら、友達が文章と表やグラフをどのように結び付けているか、大型提示装置の
画面一覧を見て、参考にしながら考えてもいいですよ。 

【画面一覧機能で共有】 

児童Ｂ 

（画面一覧を見て） 
なるほど！Ａさんは、もっと
部分的に結び付けているな。
私もそうしてみよう！ 

資料３ 友達の考えを見たあとの児童Ｂの書き込み内容 

私は、Ａさんを参考にして、
部分的に結び付けて考える
ことができたよ。色分けして
いる友達の工夫も加えてみ
たよ。このように考えると筆
者が伝えたいことは… 

Ｂさん（資料２）は、段落全体と
表全体を結び付けているな。本
文のどの部分と結び付くのか、
捉えることができていないな。
画面一覧機能を用いてほかの児
童の画面を提示してみよう。 

児童Ｂ 

 

Ｂさんが、画面一覧を見
ながら、うなずいている
から、参考になっている
みたいだな。ほかの児童
も画面一覧を見て確認し
ているようだ。 

Ｂさんは、Ａさんを参考にし
たことで、必要な情報を見付
けることができそうだ（資料
３）。本時のめあての達成に
近付いているな。 
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学習活動５の後半では、学習活動１において確認したスライド（資料４）を基に、図表などの用い方に着目し

て読み、写真やグラフ、表を挿入したり、事例で伝えたいことを書き込んだりすることで筆者の論の進め方につ

いて考えることができるようにしました（資料５）。 

文章全体の構成を一覧できるスライドを用いて学習することで、筆者がどのように論を進めているのか、どの

ような理由や事例を用いて説得力を高めているのかを、視覚的に捉えることができるようにしました。その際、

ＩＣＴを活用し、プレゼンテーションソフトのスライド上で、書いた文章を移動したり、図表などを挿入したり

しながら、１単位時間ごとに情報を追加していきました。単元を通して、１枚のスライドで文章全体の構成及び

論の進め方について整理し、捉えることができるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工夫２：論の進め方について考えるための手立て 👉「授業デザイン FIRST STEP」 

 

 

資料４ 第５時終了後のスライド 

資料５ 第６時終了後のスライド 

事例と主張とが

つながる言葉 

文章全体を通し

て使われている

中心となる言葉 

図表などを用い

て筆者が事例で

伝えたいこと 

文章中で用いら

れている図表

など 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r5/02_syo_chu_kakukyouka/02_kisokinoshidouryoku/02_shoukoku_jugyodezain.pdf
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７ 授業者の声 

今回、〔思考力、判断力、表現力等〕の「Ｃ読むこと」の領域において、説明的な文章を教材として、第６学

年で授業実践を行いました。本時の授業では、「文章のどの部分と図表などが結び付くのか」を明らかにするこ

とによって、必要な情報を見付けたり、論の進め方を捉えたりすることができるように、指導と評価の工夫を行

いました。 

まず、文章と図表などを結び付け、必要な情報を見付けるための工夫として、学習活動２では、写真が本文の

どの部分と結び付くのかを考えることによって、必要な情報である「事例で筆者が伝えたいこと」を見付けられ

ることを学級全体で確認しました。さらに、学習活動３では、全員の端末の画面を共有することで、個人で考え

る際の手掛かりや参考としました。それにより、児童が「文章のどの部分と図表などが結び付くのか」を明らか

にし、そこから必要な情報である「事例で筆者が伝えたいこと」を見付けることができました。 

次に、論の進め方について考えるための工夫として、学習活動５では、児童が文章全体の構成を一覧できるよ

うにしたスライドを使用しました。図表などの用い方に着目して読み、文章全体の構成を一覧できるようにした

１枚のスライドに写真やグラフ、表を挿入したり、事例で筆者が伝えたいことを書き込んだりすることで、児童

が、文章全体の構成を基に、筆者の論の進め方を視覚的に捉えることができました。 

今後も、単元を通して、児童に身に付けさせたい資質・能力を明確にした上で、児童の実態に応じた指導と評

価の工夫を取り入れた授業づくりに取り組んでいきたいと思います。 


